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１２月20日（土）2008年　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００開演（１３：３０開場）

紀尾井ホール
入場料：　6，000円（全席指定）

　　　　　　　　　

　
　　　　　　

UN Women日本国内委員会東京委員会
2013年度　総会  

2013年2月9日（土）　13：00～14：00  

　　　　　　　　　　　　　津田塾大学同窓会会議室にて

第1部　　総会  
第2部　　講演会 「国連：UN Women の課題  

　　　　　　　　　　　　　　　　～私たちができること～」  
　　　　　　講師：　鷲見八重子　東京委員会会長  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和洋女子大学名誉教授  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAUW 理事

お知らせ

♪♪　２０１２　クリスマスチャリティコンサートへのお誘い♪♪
  
             

12月15日（土）津田ホール
★17：3 0　開場　/　18：0 0　開演 
★入場料：　４,０００円（全席自由）
主催：　UN  Wome n東京  

  
協力：　オフィス天満  

天満敦子の世界へようこそ！！　無伴奏ヴァイオリンコンサートが近づきました。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎当日券のご用意もあります。

★予定 演奏曲（ショートトークもお楽しみに）  

アダージョ　　　　　　　バッハ  

トロイメライ　　　　　　 シューマン 

タイスの瞑想曲　　　　　マスネ  

ロンドンデリーの歌　　　 アイルランド民謡  

祈り　　　　　　　　　 ブロッホ  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか  

　  (０３－５８０９－８５８７)  

　

★バチェレ事務局長歓迎レセプションで被災地の方々を
　支援する「みやぎジョネット」の代表の活動報告を伺いま
　した。類を見ない複合災害に見舞われ生きる希望を失った
　女性たちがやっと見つけたネットワークできる自分たちの
　居場所であり活動拠点の「ジョネットハウス」が提供出来
　たこと。まだまだご苦労が多く先の見えない支援の切実な
　状況に心が痛みました。足早にやってきた冬将軍、この冬
　もまた、薄い壁の仮設住宅で肩を寄せ合っての生活を余儀
　なくされているにもかかわらず、希望をつなげて手作りの草
　履やエコスポンジを製作販売化している力強さに感動。そ
　の一部がUN Womenの横浜ショップで扱われてれているとの
　こと。みやぎジョネットの皆様の活動が実り多く、また集
　いあう女性たちに温かく明るい春が少しでも早く訪れます
　ようにと祈り、エールを送り続けたいものです（Y）

 

 

 

 

会員募集中！！　　会員になって、ご一緒に楽しく活動しませんか？
●ジェンダー平等と女性のエンパワーメント推進のために使われる資金  
　を作り、UN Women本部に送る活動をしています。  
●そのために、コンサートや勉強会などの企画、バザーでの物品販売が 
　主な活動です。

2012年7月～2012年10月末日（敬称略）
 

新規会員 寄付者  

真柄すがね　植松慶子  
池田由紀子　松井洋子　 
吉田順子　　笠井迪子  
関戸史子　　池田みさ子  
斉藤寿子　　松原初穂  
鈴木千枝子

太田恵子　　加藤聖子 
田中とよ美　五十嵐康子 
鷲見八重子　奥田豊子　 
松比良節子　大岡静衣 
吉田順子　　天野美津子　
高田武子　　味方　

☆ご入会・ご寄付をいただき有難うございました。 会員のみなさまへ

　日頃からUN Women東京の活動をご
理解下さり、多大なご協力いただき
役員一同心から感謝申し上げます。  
　今年もお蔭様で様々な活動・事業
は順調に進んでおります。来る明年
もぜひ、変わらぬご支援を賜ります
よう衷心よりお願い申し上げます。  

●さてUN Womenの事業年度は、毎年
の1月1日～12月31日までとなってお
ります。  
つきましては、今年度の会費の未納 

 

の方、あるいは前年も含めてお忘れ
の方は、NLに同封される振込用紙を
ご使用になるか、ご連絡を頂き、
明年2月の総会でお納めくださるよう、
お願い申し上げます。

役員一同

 

 

 

新企画
３回シリーズ：講師は松本侑壬子氏（映画評論家・ジャーナリスト）

 

 

　　　　　　★その3：セネガル映画　　　　　　　　　  

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

  
　　　　　   
             

  

  
　　　　　　　　

  

 
　　　　　

　　　  
　

『母たちの村』」

≪西アフリカの小さな村の出来事が描かれる。  

　理不尽なＦＧＭと戦う少女たちの明るさ、  

　強さと色彩豊かな衣装や歌声に引き込まれる≫  

★原題の「Ｍｏｏｌａａｄｅ」とは、助けを求めてきた人を守り、保護するというアフリカの古い風習のこと。2000年以上続いてき

たと言われるFGM（女性性器切除）を逃れたいと村の女性のもとに助けを求めてきた４人の少女を通して教育や知識を身

につけエンパワーする大切さが描かれている。「ＦＧＭ撲滅」は今年のＣＳＷでの決議・採択事項にもなっている。

　この映画は、2004年に製作された。アフリカ西部のビルなどない、  

ブルキナファソの風景、そして清潔で美しい人々がこの物語にはぴったり！～とセンベーヌ監督が決めて撮影さ

れた。アフリカのイスラム教徒は、妻を4人もつことができる。これを女性蔑視とみる人もいるが、地位も経済的にも平

等に扱うということで宗教上許されているためだ。その理由の一つに、戦争未亡人の救済、またの理由は、アフリカ

の土地は広く、田畑を耕すためにもたくさんの子どもを産んで手伝いをさせるというものだ。私たちにはあまりよく

解らない理由だが、秩序はしっかり守られていることに注目したい。  

　識字率が低く、本などでは伝わらない問題も映像（特に動く映像）なら人々は理解できるだろうと、それまでの経験

や自身の哲学も含めてセンベーヌ監督が様々な表現で映画製作に取り組んできたひとつである。。

2006年公開～ウスマン・センベーヌ監督・製作・脚本  

１０月１８日（木）津田塾大学同窓会会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太鼓が鳴っている。アフリカでは重要なコミュニケーションの手段。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「誰かが逃げたぞ！　一人ではないらしい！」　モーラーデを示す紐が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門にかけられる。村の男たちは、ラジオを回収し始める。太鼓と並んでラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジオは外の世界とつながっている重要な情報源なのだ。女たちはラジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オを通して知識を得る。女たちは「なぜラジオを取り上げるの？」「私たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隠し持ったラジオの音楽が流されている。伝統を守りたい男たちは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割礼を含めて情報で伝統が破られるのを嫌うのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モーラーデをして、逃げ込んだ4人の少女たちを守った第二夫人（コレ）

はしきたりによって、村の広場で夫に鞭打たれ、男たちは「モーラーデを解け！」「アラーの冒涜者！お前は悪魔だ！」

と叫び囲むが、女たちは「何も言わないで！言わないで！」とコレを励ましつづける。コレは耐え抜いた。モー

ラーデを始めたとき、第1夫人、第３夫人はコレの見方ではなかったのに、決して負けない信念を貫くコレを見て女た

ちの団結の輪が広がり、二人ともコレの支持に回る。赤い服を着た割礼師の女たちが、4人の少女の母親たちと押し

かけてきたが、コレは女性性器切除することによって女性を男性の意のままにする古来からの風習で味わった哀しい

出来事を話して「みんなあの儀式を望んではいない。ラジオでも聞いた。世界の何百万という女性たちは割礼などし

ていない！」と言い切って、割礼師たちのナイフを取り上げた。結局、割礼師たちは諦めて帰って行った。  

　男たちは広場に積み上げられたラジオを焼いていたが、女たちは団結して叫んだ。「もう二度と割礼なんかさせな

い！今日は女たちの苦しみの最後の日だ！」と。  

　字幕の最後に“女性たちは素晴らしい”　“女性たちは生命を産む”　“女性たちに教育を捧げよう”　の文字が流れ

るとともに女たちの戦いの勝鬨の歓喜の声が「ワッサー、ワッサー」と響いた。　　　　　　　　　

＝監督の思い＝

＝物語＝

はみんな女だから？」と口々にいう。しかし集会では男たちに抵抗して　

ＴＡＬＫ＆ＣＩＮＥＭＡ「映画で学ぶ開発途上国の女性たち」
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UN Womwn東京会長：鷲見八重子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このたび国連NGO 国内婦人委員会の推薦により、10月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月）から11月8日（木）まで日本政府代表顧問として国連総会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3委員会に出席してきました。経済社会理事会の傘下にある  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この委員会は、社会と文化にかかわる諸問題を包括的に議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する場であり、同時並行して開かれている6つの重要な委員会  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中でも世界の動向が最もよくわかる面白い委員会と言われて  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会議の進行は、議案ごとに、まず国連執行部関連部署からこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1年間の活動を総括した基調報告がなされ、フロアからの質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　疑に応える「インタラクティブ・ダイアローグ」があります。  

　続いて加盟各国からのステートメントの発表になりますが、私は「社会開発」、「女性の地位向上」、「子ども
の権利」、「先住民族の権利」、「人権」の議案について、5つのステートメント（7分ずつ）を読ませていただ
きました。  
　UN Women からは、Ms.Puri副事務局長が、世界の女性が置かれている現状と今後の課題について洞
察に富む報告をされました。「世界の女性・女児の7割が何らかのセクシュアル・ハラスメント」を受けている
という冒頭の指摘からも、今後UN Womenが取り組むべき課題の一端が窺えます。 
　質疑応答では、数か国から新しいUN Womenへの期待が表明されると同時に、女性にかかわる4つの機
関が統合されたことによる業務の仕分け、そして効果的かつ能率的な活動を可能にする方法に関する質問
がでました。私たちが当初心配していた問題点が、国連でもホットな議論の中心になっています。  
　UN Women関連では、昨年の国連総会で決議された「国際女の子デー」（10月11日）の第1回記念日を
祝うサイド・イベント「早期結婚の廃止」にバチェレ事務局長もパネリストとして登場され、この日が制定さ
れるまでの経緯がよくわかり、深い感銘をうけました。カメルーンの少女（当時15歳）が参加したCSWでの一
つのパネルがきっかけとなったとのこと。  
　「理解ある家族のお蔭で早期結婚から逃れて教育を  
受け、自由に発言できるチャンスに巡り合い、今がある」  
と語るファビオラのなんと輝いていることでしょう。  
　影の立役者であるカナダ代表部のアンブローズさんが  
思わず 感 涙 で し た が 、聴 衆 も 一 斉 に 立 上 が り 感 動 を 
ともにしました。　  
　巨大な組織「国連」はいま、財政困難に直面しており、  
世界に紛争は絶えることなく、問題が山積しています。 
しかし、加盟193か国が英知を集めて討議する場がある  
という現場の重みを実感し、貴重な経験をさせて頂いた  
ことに心から感謝しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「2012年構成委員会ネットワーク会議」
11月13日（火）　東京ウイメンズプラザ

　　　　　　　　　　　　 この日は夕刻から、来日中の
　　　　　　　　　　　バチェレ事務局長の歓迎レセプ
　　　　　　　　　　　ションが開催される都合上、全国

の構成ネットワーク会議は午後
　　　　　　　　　　   2時30分から開かれました。  
　　　　　　　　　　　   様々な地域性を持つ構成委
                     委員会の特色ある活動報告が活
　　　　　　　　　　 発に行なわれ、UN Women東京

                      からは鷲見会長が発表しました。  
　今年の活動の特色はジャーナリストの松本侑壬
子さんを講師に3回連続講座「映画で学ぶ開発途
上国の女性たち」を開催したこと。その1は、宗教
的伝統に素朴な疑問を投げかけた少女たちの知恵
物語。その2は、砂漠に暮らす4世代の家族が母親
の賢さに包まれて貧しくも心豊かに生活するさまを描
いた映画。その3は、アフリカなどで古くから女性から
女性へと受け継がれてきた“FGM”という宗教儀式

と結びついた苦しみの因習から娘たちを守るため  
に「モーラーデ」と呼ばれる避難場所を設け、ラ
ジオから得た知識を勇氣に換え、抑圧から立ち上
がり女性たちを解放に導く母たちの物語。  
　そしてこの講座は明年も引き続き企画する運び
となっていると加えて期待を促しました。  
　またユニフェム時代から続き、好評を呼んでい
る年2回のチャリティコンサートは初夏に第19回「タ
ンゴの夕べ」を行いました。締めくくりの12月には
第20回を記念し「天満敦子の世界へようこそ～
無伴奏ヴァイオリンコンサート」が企画されている
ことを宣伝し、参加希望者にはチケットも販売しま
した。  
　私たちの目的はUN Women本部に拠出金を送
ることにあるので、勉強会、講座、コンサートは勿
論、多方面の関係友好団体や大学関係のバザー
などに役員が交代で出向き、主に開発途上国か
らの手工芸品を販売して毎年UN Womenへの拠
出金作りに励んでいることも力説しました。　

第67回　国連総会第3委員会に出席して 「女性のエンパワー原則（WEP's）」　とは？

UN Women と国連グローバルコンパクト事務所は、女性のエンパワーメント向上・実現のために民間企業との連携と
促進を目的にして、2010年「女性のエンパワーメント原則（Women's Empowerment Pr inciples）」を作成しました。  
  
　　「女性のエンパワーメント原則」は、「平等はビジネス向上のカギ」という副題がついています。これは、女性の完全
　　な参画がビジネスに利益をもたらし、ひいては我々すべての利益につながるからです。世界の多方面の企業の経
　　営方針と実際の活動に基づく情報をもとに、この「原則」の7項目は女性の地位向上のための具体的なアプローチ
　　を提案し、すべての人に繁栄と公平をもたらす未来への方向を示しています。  
  

　　私たちは、すべての関係機関、特に革新的な発想をもち、必要な資金を備え、雇用を生み出す民間企業との確か
　　な連携を必要としています。UN Womenは国連グローバル・コンパクトとともに、民間企業との確かな連携促進を
　　目的として「女性のエンパワーメント原則」を発表しました。この「原則」では、民間企業が職場、市場、地域社会
　　において女性のエンパワーメントを推進するのに役立つ７つのステップで構成された青写真を提供しています。そ
　　れは、国内外のビジネス・コミュ二ティと成果主義のパートナーシップを構築するためのツールです。またこの「原
　　則」は、女性のエンパワーメントはより健全な収益増加のための戦略であるという実績に沿うものです。 

 

  
  

 
　　　　　　　　　　　①トップのリーダーシップによるジェンダー平等の促進 
　　　　　　　　　　　②機械の均等、インクルージョン、差別の撤廃 
　　　　　　　　　　　③健康、安全、暴力の撤廃 
　　　　　　　　　　　④教育と研修 

 　　　　　　　　　　　⑤企業開発、サプライチェーン、マーケティング活動 

 　　　　　　　　　　　⑥地域におけるリーダーシップと参画 

 　　　　　　　　　　　⑦透明性、成果の測定、報告 

 
  
UN Womenでは2011年6月、「UN Women 戦略計画　２０１1・２０１３」で優先課題の一つに「女性の経済的エンパワー
メントおよび機会の増進」を設け、2015年までに世界の企業500社が「女性のエンパワーメント原則」に賛同し、署名
を集めることを目標に推進しています。  
国連やAPEC（Asia Paci f ic  Economic Cooporasion＝アジア太平洋経済協力）においても企業における女性の役
割拡大に期待が寄せられ、2012年6月「APEC女性と経済フォーラム」ではAPECエコノミーに対して声明でWEP'sに
向けた措置を要請しました。日本においても2012年5月、  経済同友会は経営トップに対してWEP’ｓ支持を求め、ま
たWEP's への署名を要請しています。  

●

国連グローバルコンパクト事務局長：ゲオルグ・ケル

●

UN Women事務局長：ミチェル・バチェレ

 

女性の活躍推進シンポジウム＆交流会

  

女性はもっと活躍できる！

日時：　2013年2月15日（金）　　　★シンポジウム / １４：００～１６：４５  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　★アクティブ交流会　/ １７：００～１８：００  

会場：　女性就業支援センター　ホール  
  
主催：　内閣府、男女共同参画推進連携会議  
　　　　　UN Women日本国内委員会  
  
シンポジウム  
第１部：対談　「国連グローバル・コンパクト」「女性のエンパワーメント原則」の視点から  
　　　　 講師: 有馬　利男氏  
  
　　　　　　　　 岩田喜美枝氏  
  
第２部：パネルディスカッション　「企業における女性の活躍」未来を捉える視点から  
　　　 パネリスト等 　鎌田由美子  
　　　　　　　　　　　 坂東真理子  
　　　　　　　　　　　　　高久　充氏  

氏  

氏
氏

  

　　　　　　　　　　　　　森下由季子  
  
アクティブ交流会　「いま、ここ！」から拡がるネットワーク　　　　　　　　　　　　　  

グローバルコンパクト・ジャパン・ネットワーク代表理事、  
富士ゼロックス相談役  

国連WEP's リーダーズグループメンバー  
UN Women日本国内委員会副理事長

東日本旅客鉄道(株）事業創造本部　地域活性化部門部長  

昭和女子大学学長  

（株）高島屋 人事部長・執行役員  

中部ダイバシティNet 幹事団体

※申込・連絡先はUN Women日本国内委員会事務局  
　　　　　TEL&FAX :　０４５－８６９－６７８７  
　　　　　E-メール：unwomennihon@adagio.ne. jp  

WEP'sの７原則　
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初来日のミチェル・バチェレUN Women事務局長
歓迎レセプションでのスピーチ（抜粋）

　UN Women創立から2年、初代事務局長のミチェル・バチェレ
さんが11月11日に初来日され、14日までの滞在期間中、分刻
みのお忙しい日程をパワフルにこなされました。  
　13日には昼間「聴く会」「総理大臣表敬」「経済同友会との懇
談」や「外務大臣表敬」「女性議員連盟との懇談」「内外記者
会見」と次々に目が回るような時間を駆け巡られて、夕刻には
日本記者クラブのホールで開催された日本国内委員会主催
の歓迎レセプションに満面の笑みを浮かべられながら出席さ
れ、喜びに満ちた盛況なレセプションとなりました。

　ここには国内委員会会員、各構成委員会のメンバー、関係NGO団体、ジェンダー問題研究者や政府関係
者、企業の執行役員など男性を含めて多彩な方々が多数参加されました。またバチェレ事務局長の要望で、
東日本大災害被災地を支援する「みやぎジョネット」のメンバーも活動報告するために駆けつけて来られ
ました。  

  
　有馬真喜子理事長から「バチェレ事務局長、ようこそおいでくださいました！日本国内委員会のメンバーは、事
務局長が来日されるのを本当にお待ちいたしておりました。」との挨拶に続き、「私たちの目的は一つ、ジェンダー
平等と女性のエンパワーメントのために活動を続けています。私たちの歩みは決して華々しくもありませんし、
速くもありませんが、私たちは「継続は力なり」と信じています。20年間活動を続けてきました。今後とも、バ
チェレ事務局長とともに活動を続けてまいりたいと思っております。」と心からの歓迎の言葉を述べました。  

　続いてバチェレ事務局長からは「皆様方、20年間ずっと活動してくださったことに対して心より御礼を申し
上げます。ユニフェムを通して、そして今はUN Womenを通して活動して頂いています。皆様方のご協力の
お蔭で相当の進歩をしたのではないかと思います。まだこれからしなければならないことは沢山ありますが、
皆様のエネルギーとサポートとご貢献を頂き、世界の女性、そして少女たちの暮らしぶり、あるいは彼女らの
生き方がずっと良くなったものと確信しています。  

　皆様方が集めてくださった資金は、主に途上国向けに使われている資金で
ありますが、UN Womenというのは途上国のためだけの組織ではありません。
我々は、普遍的なユニバーサル的な任務を掲げております。また世界の中で
は、完璧にジェンダー平等を達成したという国は、一国もないわけです。どこ
も完璧にはやっておりません。  

　ですから、まず日本の政府と国民の皆様に、これだけUN Womenをサポー
トしてくださったという事に対して御礼を申し上げるとともに、これからジェンダー
平等と女性のエンパワーメントのためには一緒に戦っていかなければいけな
い、努力していかなければいけない・・・以ってより良い条件の改善ということ
に向かって我々が一緒に進むことができるように是非、祈念したいと思ってお
ります。  

 
 

 
　結局は国連憲章が謳っていることこそが、我々の目的である筈であります。それは世界の男女が平等な立
場に立ち、平等な権利をもってサービスにアクセスをもち、そして同じようなチャンスを享受するという事であり  
ま す 。 我 々 が や っ て い る こ と と 、 皆 様 は 本 当 に 同 じ 方 向 性 を 持 ち 、 同 じ 道 筋 を 歩 ん で お ら れ ま す 。
ですから皆様方の強力な支援に対して、心より御礼を申し上げて私の挨拶の結びと致します。ありがとうござ
います。」とスピーチがありました。

握手で談笑

通訳の長井鞠子さんと

受付風景

バラの花束をプレゼント
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バチェレ事務局長 の記者会見  

　　　 　日本記者クラブでのスピーチ
（要約）

　UN Womenの事務局長 としては初めての日本
訪問であり、今回の訪日を大変楽しみにしており
ました。日本政府と国民の皆様は多国間協議、国
際平和、持続可能な開発および人間の安全保障
においてリーダーシップを発揮されました。  
このことについて、心より感謝いたします。  
　日本の皆様は、東日本大震災という辛く、苦しい
試練を経験されました。そうした最中にあっても  
その力強いリーダーシップが揺るぐことはありませ
んでした。私は、皆様の決意と回復力に感銘を受
けました。　  　恐ろしい地震と津波の後で、日本という
国、そして何よりも日本の皆様が見せた回復力で
す。皆様から私たちが学ぶべきことはたくさんあり
ます。  
  
　今年、UN Womenは3つの優先事項を掲げてい
ます。女性の政治参加とリーダーシップの推進、
女性の経済的機会の拡大、女性と女児に対する
暴力の根絶です。  
①日本は女性の政治参加とリーダーシップの推　
　進において素晴らしいリーダーシップを発揮し　
　ています。昨年、日本は女性の政治参加に関す
　る国連総会決議案を共同提案し、加盟国は総　
　意によりこれを採択しました。この決議はすべて
　の国に対して、あらゆるレベルの政治的意思決
　定において女性の数を増やすことを求めていま
　す。これは平等、持続可能な開発、平和及び民
　主主義を達成するために不可欠な条件です。  

②現在、全人口の半分を女性が占めているにも　
　かかわらず、指導者の地位に就く女性は依然とし
　て非常に少ない状態にあります。国会議員に占
　める割合は、世界全体ではわずか２０％、日本　
　では１３．４％にとどまっています。UN Women  
　はクォータ制をはじめとする暫定的特別措置  
　を提唱し、国際協定に従って国会議員に占める
　女性の割合を少なくとも３０％にすることを目指

　　しています。経済的、環境的、社会的に持続可
　能な社会にするためには男性とともに活躍する  
　より多くの女性リーダーが必要です。  
　　今こそ女性と経済の前進を阻む障害を取り除く  
　時です。同一労働同一賃金、機会均等、育児休
　暇をはじめとする家庭と仕事の両立を支援する
　政策を推進することにより、女性は存分にその役
　割を果たすことができます。育児に積極的に参

　　加する男性を意味する「イクメン」は、先進的な
すばらしい動きを表す言葉だと思います。  

③ジェンダー平等と経済活動には、相関関係があ
　るという事は研究によって明らかになっています。  
　喜ばしいことに、すでに150社を超える日本の企
　業が職場における女性の進出と平等を推進する  
　「女性のエンパワーメント原則(WEP’s）」に署名  
　しています。女性管理職の割合を３０％にするこ
　とを掲げた経済同友会主導による民間企業の取
　り組みに今後、他の企業が続くことを期待します。  

　私は昨夜（11月12日）、女性と女児に対する暴
力を根絶する運動のシンボル“パープルリボン”に  
ちなんで東京タワーを紫色にライトアップする点  
灯式に出席させていただきました。このような暴力
は世界共通の問題であり、どの国でも起きていま
す。ここ日本でも、過去に何らかの形の肉体的暴
力や性的暴力を受けたことのある既婚女性は、全
体の3分の1に上ると推測されています。  
　UN Womenは女性に対する暴力を防止・根絶す
るために世界中の国々と協力しています。私たち
は女性に対する暴力への対策を含む日本のジェ
ンダー平等政策ならびにドメステイックバイオレン
ス、性的嫌がらせ、性的暴力および人身取引の防
止に特化した法律を高く評価しています。また暴
力に苦しむ女性に対して最も必要なサービスを提
供し、彼女たちが正当な法的保護を受けられるよ
う、警察、司法当局、入国管理局の職員の研修を
実施する取組みを評価しています。  
  
　平和と安全保障における日本の役割、そしてこ
れらの取り組みにおいて、女性が果たしている全
面的役割、さらにはハイチやアフガニスタンなどの  
国で発生した自然災害や紛争後の復興活動にお
ける財政的貢献や特別支援を高く評価します。  
平和、正義、平等に対する日本国民と日本政府の
決意と努力に心より感謝いたします。  

女性議員連盟の懇談会

記者会見の様子

会見場から移動する 
 

　　　　　　　　事務局長

「パープルリボンキャンペーン」とは？

1995年、“ユニフェム”の時代に日本が提唱して国
連総会で採択された「女性への暴力撤廃基金」が
あります。ユニフェムのノエリーン・ヘイザ―事務局
長がテレビ会議で提案し、1999年の国連総会で毎
年11月25日を「女性に対する暴力根絶国際デー」
と定めました。  
日本では内閣府が呼びかけて11月１２日～25日  
までを“女性に対する暴力撤廃国際デー”としてい
ます。シンボルカラー・紫色のリボンを掲げて毎年、
各地の自治体やNGOの女性団体が「女性に対す
る暴力撤廃啓発キャンペーン」を行っています。  
東京でもこの運動にちなんで11月12日～25日ま
で東京タワ―がパープルにライトアップされます。  
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UN Womwn東京会長：鷲見八重子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このたび国連NGO 国内婦人委員会の推薦により、10月8日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月）から11月8日（木）まで日本政府代表顧問として国連総会  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3委員会に出席してきました。経済社会理事会の傘下にある  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この委員会は、社会と文化にかかわる諸問題を包括的に議論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する場であり、同時並行して開かれている6つの重要な委員会  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の中でも世界の動向が最もよくわかる面白い委員会と言われて  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　います。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会議の進行は、議案ごとに、まず国連執行部関連部署からこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1年間の活動を総括した基調報告がなされ、フロアからの質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　疑に応える「インタラクティブ・ダイアローグ」があります。  

　続いて加盟各国からのステートメントの発表になりますが、私は「社会開発」、「女性の地位向上」、「子ども
の権利」、「先住民族の権利」、「人権」の議案について、5つのステートメント（7分ずつ）を読ませていただ
きました。  
　UN Women からは、Ms.Puri副事務局長が、世界の女性が置かれている現状と今後の課題について洞
察に富む報告をされました。「世界の女性・女児の7割が何らかのセクシュアル・ハラスメント」を受けている
という冒頭の指摘からも、今後UN Womenが取り組むべき課題の一端が窺えます。 
　質疑応答では、数か国から新しいUN Womenへの期待が表明されると同時に、女性にかかわる4つの機
関が統合されたことによる業務の仕分け、そして効果的かつ能率的な活動を可能にする方法に関する質問
がでました。私たちが当初心配していた問題点が、国連でもホットな議論の中心になっています。  
　UN Women関連では、昨年の国連総会で決議された「国際女の子デー」（10月11日）の第1回記念日を
祝うサイド・イベント「早期結婚の廃止」にバチェレ事務局長もパネリストとして登場され、この日が制定さ
れるまでの経緯がよくわかり、深い感銘をうけました。カメルーンの少女（当時15歳）が参加したCSWでの一
つのパネルがきっかけとなったとのこと。  
　「理解ある家族のお蔭で早期結婚から逃れて教育を  
受け、自由に発言できるチャンスに巡り合い、今がある」  
と語るファビオラのなんと輝いていることでしょう。  
　影の立役者であるカナダ代表部のアンブローズさんが  
思わず 感 涙 で し た が 、聴 衆 も 一 斉 に 立 上 が り 感 動 を 
ともにしました。　  
　巨大な組織「国連」はいま、財政困難に直面しており、  
世界に紛争は絶えることなく、問題が山積しています。 
しかし、加盟193か国が英知を集めて討議する場がある  
という現場の重みを実感し、貴重な経験をさせて頂いた  
ことに心から感謝しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「2012年構成委員会ネットワーク会議」
11月13日（火）　東京ウイメンズプラザ

　　　　　　　　　　　　 この日は夕刻から、来日中の
　　　　　　　　　　　バチェレ事務局長の歓迎レセプ
　　　　　　　　　　　ションが開催される都合上、全国

の構成ネットワーク会議は午後
　　　　　　　　　　   2時30分から開かれました。  
　　　　　　　　　　　   様々な地域性を持つ構成委
                     委員会の特色ある活動報告が活
　　　　　　　　　　 発に行なわれ、UN Women東京

                      からは鷲見会長が発表しました。  
　今年の活動の特色はジャーナリストの松本侑壬
子さんを講師に3回連続講座「映画で学ぶ開発途
上国の女性たち」を開催したこと。その1は、宗教
的伝統に素朴な疑問を投げかけた少女たちの知恵
物語。その2は、砂漠に暮らす4世代の家族が母親
の賢さに包まれて貧しくも心豊かに生活するさまを描
いた映画。その3は、アフリカなどで古くから女性から
女性へと受け継がれてきた“FGM”という宗教儀式

と結びついた苦しみの因習から娘たちを守るため  
に「モーラーデ」と呼ばれる避難場所を設け、ラ
ジオから得た知識を勇氣に換え、抑圧から立ち上
がり女性たちを解放に導く母たちの物語。  
　そしてこの講座は明年も引き続き企画する運び
となっていると加えて期待を促しました。  
　またユニフェム時代から続き、好評を呼んでい
る年2回のチャリティコンサートは初夏に第19回「タ
ンゴの夕べ」を行いました。締めくくりの12月には
第20回を記念し「天満敦子の世界へようこそ～
無伴奏ヴァイオリンコンサート」が企画されている
ことを宣伝し、参加希望者にはチケットも販売しま
した。  
　私たちの目的はUN Women本部に拠出金を送
ることにあるので、勉強会、講座、コンサートは勿
論、多方面の関係友好団体や大学関係のバザー
などに役員が交代で出向き、主に開発途上国か
らの手工芸品を販売して毎年UN Womenへの拠
出金作りに励んでいることも力説しました。　

第67回　国連総会第3委員会に出席して 「女性のエンパワー原則（WEP's）」　とは？

UN Women と国連グローバルコンパクト事務所は、女性のエンパワーメント向上・実現のために民間企業との連携と
促進を目的にして、2010年「女性のエンパワーメント原則（Women's Empowerment Pr inciples）」を作成しました。  
  
　　「女性のエンパワーメント原則」は、「平等はビジネス向上のカギ」という副題がついています。これは、女性の完全
　　な参画がビジネスに利益をもたらし、ひいては我々すべての利益につながるからです。世界の多方面の企業の経
　　営方針と実際の活動に基づく情報をもとに、この「原則」の7項目は女性の地位向上のための具体的なアプローチ
　　を提案し、すべての人に繁栄と公平をもたらす未来への方向を示しています。  
  

　　私たちは、すべての関係機関、特に革新的な発想をもち、必要な資金を備え、雇用を生み出す民間企業との確か
　　な連携を必要としています。UN Womenは国連グローバル・コンパクトとともに、民間企業との確かな連携促進を
　　目的として「女性のエンパワーメント原則」を発表しました。この「原則」では、民間企業が職場、市場、地域社会
　　において女性のエンパワーメントを推進するのに役立つ７つのステップで構成された青写真を提供しています。そ
　　れは、国内外のビジネス・コミュ二ティと成果主義のパートナーシップを構築するためのツールです。またこの「原
　　則」は、女性のエンパワーメントはより健全な収益増加のための戦略であるという実績に沿うものです。 

 

  
  

 
　　　　　　　　　　　①トップのリーダーシップによるジェンダー平等の促進 
　　　　　　　　　　　②機械の均等、インクルージョン、差別の撤廃 
　　　　　　　　　　　③健康、安全、暴力の撤廃 
　　　　　　　　　　　④教育と研修 

 　　　　　　　　　　　⑤企業開発、サプライチェーン、マーケティング活動 

 　　　　　　　　　　　⑥地域におけるリーダーシップと参画 

 　　　　　　　　　　　⑦透明性、成果の測定、報告 

 
  
UN Womenでは2011年6月、「UN Women 戦略計画　２０１1・２０１３」で優先課題の一つに「女性の経済的エンパワー
メントおよび機会の増進」を設け、2015年までに世界の企業500社が「女性のエンパワーメント原則」に賛同し、署名
を集めることを目標に推進しています。  
国連やAPEC（Asia Paci f ic  Economic Cooporasion＝アジア太平洋経済協力）においても企業における女性の役
割拡大に期待が寄せられ、2012年6月「APEC女性と経済フォーラム」ではAPECエコノミーに対して声明でWEP'sに
向けた措置を要請しました。日本においても2012年5月、  経済同友会は経営トップに対してWEP’ｓ支持を求め、ま
たWEP's への署名を要請しています。  

●

国連グローバルコンパクト事務局長：ゲオルグ・ケル

●

UN Women事務局長：ミチェル・バチェレ

 

女性の活躍推進シンポジウム＆交流会

  

女性はもっと活躍できる！

日時：　2013年2月15日（金）　　　★シンポジウム / １４：００～１６：４５  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　★アクティブ交流会　/ １７：００～１８：００  

会場：　女性就業支援センター　ホール  
  
主催：　内閣府、男女共同参画推進連携会議  
　　　　　UN Women日本国内委員会  
  
シンポジウム  
第１部：対談　「国連グローバル・コンパクト」「女性のエンパワーメント原則」の視点から  
　　　　 講師: 有馬　利男氏  
  
　　　　　　　　 岩田喜美枝氏  
  
第２部：パネルディスカッション　「企業における女性の活躍」未来を捉える視点から  
　　　 パネリスト等 　鎌田由美子  
　　　　　　　　　　　 坂東真理子  
　　　　　　　　　　　　　高久　充氏  

氏  

氏
氏

  

　　　　　　　　　　　　　森下由季子  
  
アクティブ交流会　「いま、ここ！」から拡がるネットワーク　　　　　　　　　　　　　  

グローバルコンパクト・ジャパン・ネットワーク代表理事、  
富士ゼロックス相談役  

国連WEP's リーダーズグループメンバー  
UN Women日本国内委員会副理事長

東日本旅客鉄道(株）事業創造本部　地域活性化部門部長  

昭和女子大学学長  

（株）高島屋 人事部長・執行役員  

中部ダイバシティNet 幹事団体

※申込・連絡先はUN Women日本国内委員会事務局  
　　　　　TEL&FAX :　０４５－８６９－６７８７  
　　　　　E-メール：unwomennihon@adagio.ne. jp  

WEP'sの７原則　
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編集後記

 
 

 
 

 

 

 

 

 

１２月20日（土）2008年　　　　　　　　　　　　　　　　１４：００開演（１３：３０開場）

紀尾井ホール
入場料：　6，000円（全席指定）

　　　　　　　　　

　
　　　　　　

UN Women日本国内委員会東京委員会
2013年度　総会  

2013年2月9日（土）　13：00～14：00  

　　　　　　　　　　　　　津田塾大学同窓会会議室にて

第1部　　総会  
第2部　　講演会「国連：UN Women の課題  

　　　　　　　　　　　　　　　　～私たちができること～」  
　　　　　　講師： 鷲見八重子　東京委員会会長  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和洋女子大学名誉教授  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JAUW 理事

お知らせ

♪♪ ２０１２　クリスマスチャリティコンサートへのお誘い ♪♪
  
             

12月15日（土）津田ホール
★17：3 0　開場　/　18：0 0　開演 
★入場料：　４,０００円（全席自由）
主催：　UN  Wome n東京  

  
協力：　オフィス天満  

天満敦子の世界へようこそ！！　無伴奏ヴァイオリンコンサートが近づきました。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎当日券のご用意もあります。

★予定 演奏曲（ショートトークもお楽しみに）  

アダージョ　　　　　　　バッハ  

トロイメライ　　　　　　 シューマン 

タイスの瞑想曲　　　　　マスネ  

ロンドンデリーの歌　　　 アイルランド民謡  

祈り　　　　　　　　　 ブロッホ  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか  

　  (０３－５８０９－８５８７)  

　

★バチェレ事務局長歓迎レセプションで被災地の方々を
　支援する「みやぎジョネット」の代表の活動報告を伺いま
　した。類を見ない複合災害に見舞われ生きる希望を失った
　女性たちがやっと見つけたネットワークできる自分たちの
　居場所であり活動拠点の「ジョネットハウス」が提供出来
　たこと。まだまだご苦労が多く先の見えない支援の切実な
　状況に心が痛みました。足早にやってきた冬将軍、この冬
　もまた、薄い壁の仮設住宅で肩を寄せ合っての生活を余儀
　なくされているにもかかわらず、希望をつなげて手作りの草
　履やエコスポンジを製作販売化している力強さに感動。そ
　の一部がUN Womenの横浜ショップで扱われてれているとの
　こと。みやぎジョネットの皆様の活動が実り多く、また集
　いあう女性たちに温かく明るい春が少しでも早く訪れます
　ようにと祈り、エールを送り続けたいものです。（Y）

 

 

 

 

会員募集中！！　　会員になって、ご一緒に楽しく活動しませんか？
●ジェンダー平等と女性のエンパワーメント推進のために使われる資金  
　を作り、UN Women本部に送る活動をしています。  
●そのために、コンサートや勉強会などの企画、バザーでの物品販売が 
　主な活動です。

2012年7月～2012年10月末日（敬称略）
 

新規会員 寄付者  

真柄すがね　植松慶子  
池田由紀子　松井洋子　 
吉田順子　　笠井迪子  
関戸史子　　池田みさ子  
斉藤寿子　　松原初穂  
鈴木千枝子

太田恵子　　加藤聖子 
田中とよ美　五十嵐康子 
鷲見八重子　奥田豊子　 
松比良節子　大岡静衣 
吉田順子　　天野美津子　
高田武子　　味方様　

☆ご入会・ご寄付をいただき有難うございました。 会員のみなさまへ

　日頃からUN Women東京の活動をご
理解下さり、多大なご協力いただき
役員一同心から感謝申し上げます。  
　今年もお蔭様で様々な活動・事業
は順調に進んでおります。来る明年
もぜひ、変わらぬご支援を賜ります
よう衷心よりお願い申し上げます。  

●さてUN Womenの事業年度は、毎年
の1月1日～12月31日までとなってお
ります。  
つきましては、今年度の会費の未納 

 

の方、あるいは前年も含めてお忘れ
の方は、NLに同封される振込用紙を
ご使用になるか、ご連絡を頂き、
明年2月の総会でお納めくださるよう、
お願い申し上げます。

役員一同

 

 

 

新企画
３回シリーズ：講師は松本侑壬子氏（映画評論家・ジャーナリスト）

 

 

　　　　　　★その3：セネガル映画　　　　　　　　　  

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

  
　　　　　   
             

  

  
　　　　　　　　

  

 
　　　　　

　　　  
　

『母たちの村』」

≪西アフリカの小さな村の出来事が描かれる。  

　理不尽なＦＧＭと戦う少女たちの明るさ、  

　強さと色彩豊かな衣装や歌声に引き込まれる≫  

★原題の「Ｍｏｏｌａａｄｅ」とは、助けを求めてきた人を守り、保護するというアフリカの古い風習のこと。2000年以上続いてき

たと言われるFGM（女性性器切除）を逃れたいと村の女性のもとに助けを求めてきた４人の少女を通して教育や知識を身

につけエンパワーする大切さが描かれている。「ＦＧＭ撲滅」は今年のＣＳＷでの決議・採択事項にもなっている。

　この映画は、2004年に製作された。アフリカ西部のビルなどない、  

ブルキナファソの風景、そして清潔で美しい人々がこの物語にはぴったり！～とセンベーヌ監督が決めて撮影さ

れた。アフリカのイスラム教徒は、妻を4人もつことができる。これを女性蔑視とみる人もいるが、地位も経済的にも平

等に扱うということで宗教上許されているためだ。その理由の一つに、戦争未亡人の救済、またの理由は、アフリカ

の土地は広く、田畑を耕すためにもたくさんの子どもを産んで手伝いをさせるというものだ。私たちにはあまりよく

解らない理由だが、秩序はしっかり守られていることに注目したい。  

　識字率が低く、本などでは伝わらない問題も映像（特に動く映像）なら人々は理解できるだろうと、それまでの経験

や自身の哲学も含めてセンベーヌ監督が様々な表現で映画製作に取り組んできたひとつである。。

2006年公開～ウスマン・センベーヌ監督・製作・脚本  

１０月１８日（木）津田塾大学同窓会会議室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太鼓が鳴っている。アフリカでは重要なコミュニケーションの手段。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「誰かが逃げたぞ！　一人ではないらしい！」　モーラーデを示す紐が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門にかけられる。村の男たちは、ラジオを回収し始める。太鼓と並んでラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジオは外の世界とつながっている重要な情報源なのだ。女たちはラジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オを通して知識を得る。女たちは「なぜラジオを取り上げるの？」「私たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隠し持ったラジオの音楽が流されている。伝統を守りたい男たちは、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割礼を含めて情報で伝統が破られるのを嫌うのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モーラーデをして、逃げ込んだ4人の少女たちを守った第二夫人（コレ）

はしきたりによって、村の広場で夫に鞭打たれ、男たちは「モーラーデを解け！」「アラーの冒涜者！お前は悪魔だ！」

と叫び囲むが、女たちは「何も言わないで！言わないで！」とコレを励ましつづける。コレは耐え抜いた。モー

ラーデを始めたとき、第1夫人、第３夫人はコレの味方ではなかったのに、決して負けない信念を貫くコレを見て女た

ちの団結の輪が広がり、二人ともコレの支持に回る。赤い服を着た割礼師の女たちが、4人の少女の母親たちと押し

かけてきたが、コレは女性性器切除することによって女性を男性の意のままにする古来からの風習で味わった哀しい

出来事を話して「みんなあの儀式を望んではいない。ラジオでも聞いた。世界の何百万という女性たちは割礼などし

ていない！」と言い切って、割礼師たちのナイフを取り上げた。結局、割礼師たちは諦めて帰って行った。  

　男たちは広場に積み上げられたラジオを焼いていたが、女たちは団結して叫んだ。「もう二度と割礼なんかさせな

い！今日は女たちの苦しみの最後の日だ！」と。  

　字幕の最後に“女性たちは素晴らしい”　“女性たちは生命を産む”　“女性たちに教育を捧げよう”　の文字が流れ

るとともに女たちの戦いの勝鬨の歓喜の声が「ワッサー、ワッサー」と響いた。　　　　　　　　　

＝監督の思い＝

＝物語＝

はみんな女だから？」と口々にいう。しかし集会では男たちに抵抗して　

ＴＡＬＫ＆ＣＩＮＥＭＡ「映画で学ぶ開発途上国の女性たち」
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